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漢字の造字成分に関する一考察（2）  
－形声文字の音符について－  
加 納 千恵子  
1．はじめに  
加納（1992）では，漢字の「部首」以外に，その字形的特徴のみから造字成  
分を抽出する必要性と可能性について論じた。歴史的に「部首」は，漢字のも  
つ3つの情報，①字形情報，（診意味情報，③音情報のうち，字形情報と意味情  
報の両方を担う造字成分として，漢和辞典などの索引に広く使用されてきたが，  
外国人に対する日本語教育を考える場合には，必ずしも最適な検索要素とは言  
いがたい。同形のものが異なる意味を表していたり，異なる形のものが同じ意  
味を表していたりして混乱を招くこともあるからである。また現代日本語にお  
いて「部首」が明確な意味情報を担って機能しているとは言いがたい面もある。  
したがって，漢字のような，形態として極めて複雑な特徴をもつ文字を検索す  
るためには，部首とは別に字形情報のみに基づいた造字成分を抽出することが  
必要であり，これは漢字辞典の字形索引を作るというような実用的な便宜のた  
めばかりでなく，科学的，理論的な漢字研究のための重要な課題であると思わ  
れる。漢字を純粋に字形として捉え，多くの漢字に共通する字形要素（1〉を抽  
出して索引などに利用しようという試みは，近年いくつかの漢字辞典に見られ  
始めており，今後さらに研究が進むことが望まれる。   
本稿では，先の漢字の3つの情報のうち音情報をもつ造字成分として，形声  
文字の「音符」を取り上げる。実は，形声文字の音符についても，部首と同じ  
ようなことがいえる。過去において明らかに特定の苦情報を表していたもので  
も，現代日本語においては，必ずしもその表す音が明確でない場合も多い。た  
とえば，「王（オウ）」と「皇（オウ／コウ）」と「狂（キョウ）」のように音符  
の表す音（オン）が漢字によって微妙に異なっている場合もあるし，「元（ガ  
ン／ゲン）」，「頑（ガン）」，「完（カン）」に対して，「院（イン）」のように音符  
の表す音に例外的なものがある場合もある。これらは，学習者にとって，一つ   
加 納 千恵子  98  
一つ覚えたほうが効率的であるとも考えられ，字形情報のみの造字成分として  
扱うほうが混乱が少ない可能性もある。また，古代の中国語において多用され  
た音符であっても，現在の常用漢字の範囲内で考えた場合には，同じ音を表す  
漢字が1つか2つしかない音符もある。たとえば，「安（アン）」と「案（アン）」，  
「衣（イ）」と「依（イ）」などがその例である。本稿の目的は，形声文字の音  
符のうち，現代日本語において明確に音情報を担う造字成分として機能してい  
るものを日本語教育の立場から限定することであり，外国人学習者の効率的な  
漢字学習に役立ちうる範囲の音符とその利用方法について考えたい。   
2．形声文字の音符  
許慎による『説文解字』の六書分類（2〕によれば，形声文字は漢字全体の約  
8割に達しているとされるが，渡辺（1976）は，学習漢字996芋川を六書分類  
に従って分ける試みを行った。下の表1がその結果であるが，形声文字と会意  
形声文字を合わせたものが，学習漢字全体の約70％を占めていることがわかる。  
表1 学習漢字996字の六書分類とその例  
分  類   割 合   例   
象形文字   11．5％  日 月 山 川   
指事文字   0．7％  上 下 一 三   
象形指事文字  2．2％  本 生 大 中   
会意文字   13．8％  明 岩 森 林   
形声文字   45．6％  持 江 枝 校   
会意形声文字  26．0％  清・現 住 案  
漢字のもつ3つの情報，①字形情報，②意味情報，⑨音情報について，上の  
六書分類に従って，それぞれの文字における各情報間の関係を図（4）で示すと，  
以下のようになる。  
図1 象形文字・指事文字・会意文字  図2 形声文字   
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図3 会意形声文字  
象形文字・指事文字・会意文字においては，図1のように字形情報と意味情  
報の重なる領域が大きいのに対して，形声文字では，図2のように字形情報と  
音情報の重なる領域が大きくなる。しかし，音符が表しているのは音読みだけ  
であるから，当然，表音文字である仮名の場合（5）ほどには重なる領域は大き  
くない。会意形声文字の場合は，図3のように字形情報の一部が音情報と重な  
り，また一部が意味情報とも重なっているため，外国人学習者にとっては，読  
みと意味，両方のヒントを含むと考えられる。すなわち，音符や意符（部首）  
を知っていれば，漢字を読んだり書いたりする際にかなり役立つヒントになる  
という予想ができる。しかし実際には，会意形声文字であっても，現代日本語  
において明確な音符，意符をもつものはそれほど多くないのが現状であり，漢  
字の学習指導上，どの造字成分をどの程度教えるのが効果的かが問題になるの  
である。   
渡辺（1976）は，従来の辞書の中においてのみ生きている形声文字（会意形声  
文字も含む）に対して，現在でもその音符が通用している形声文字を「現形声  
文字」と呼んだ。渡辺の調査によれば，学習漢字996字のうち，714字が辞書に  
は形声文字と記されているものの，「現形声文字」は，そのうち132字にすぎな  
いと述べている。表2t6）は，渡辺による学年配当別の「現形声文字」である。  
表2 学習漢字内の学年配当別「現形声文字」  
学年   呪形声文字（会意形声文字を含む）   
1年  花  1   
2年  校時紙町宰何字少  8   
3年  球坂板荷遇星晴究拾得持理仕押返歌起記住  19   
4年  郡種詩二材静府積登燈横味係働館貨姉冷帳照国線悲粉泳清景 26   
5年  
飯俵像精測想導議張政製志功性撚糸己漁鉱似完  40  
6年   17   
備考  誌忘潮仲警縮訪簡臓蓑項批洗閣縦障紅源庁域姿  21  
※学習漢字の音読みに限定したものである。   
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これらの「現形声文字」の音符が，漢字を芋ぽうとする外国人の日本語学習  
者にとって，音情報をもつ漢字の造字成分としてどこまで役立つものかをみる  
ために，表2を音符の順に並べかえたものが表3である。漢字の音が，もとの  
音符が表している音と多少異なる（たとえば清濁の変化など）場合には，右欄  
の類似音のところに置き，外国人学習者にとってはかなり異なるものと思われ  
る場合には「＊」をつけて異音のところに置いた。同音あるいは類似音の漢字  
を4字以上もっている（漢字自体が音符になっているものはそれも1字とした）  
音符は，学習者がその知識を得ることによって，読める漢字を増やすためにか  
なり役立つだろうと判断し，一番左に⑳印をつけた。3字以上の漢字がある場  
合には，次に重要なものとして○印をつけた。  
表3 学習漢字内の音符別「現形声文字」  
音符    形声文字  類似音 ＊異音   
以  似ジ  
或   
永  エイ  泳   
愛  エン  援   
黄  オウ  横   
化  カ  花貨   
可  
加  賢ガ  
果   
田  カイ  絵   
額ガク  
官  カン  館管   
間  カン  簡   
己  キ  記紀   
奇  キ  寄   
義  ギ  議   
求  キュウ  球救   
九  キュウ  究   
魚  ギョ  漁   
共  キョウ  供   
君  タン  郡グン   
系  ケイ  係   
京  ケイ  
敬  ケイ  態   
音符  日  形声文字  類似音 ＊異音   
見  現ゲン  
建  
元  ＊完カン  
原   
古  コ  園個故   
工  コウ  功項紅   
交  コウ  校効   
広  
才  材財ザイ  
祭   
氏  シ  紙   
子  シ  字ジ   
士  シ  仕志誌   
市  シ  姉   
司  
支  ＊技ギ  
次   
詩シ＊待タイ  
射  
主   住ジュウ  
周  シュウ  遇   
重  種シュ   
縦          従   
宿  シュク  縮  
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音符  Eヨ  形声文字  類似音 ＊異音   
朝  チョウ  潮   
豆  トウ  登燈   
動  ドゥ  働   
同  ドゥ  嗣   
道  ドゥ  導   
然  ネン  燃   
半  ハン  判   
反  ハン  坂板飯版   ＊返へン 
非  ヒ  悲   
比  ヒ  批   
表  ヒョウ  俵   
平  ヒョウ  評   
票  ヒョウ  標   
付  フ  府   
分  フン  粉   
方  ホウ  訪   防ボウ  
亡  ポウ  忘   
末    味   
明  メイ  盟   
予  ヨ  頚   
里  リ  埋裏   
1コ  レイ  冷  
音符  Eヨ  形声文字  類似音 ＊異音   
小  ショウ  少省  
正  空ショウ  証   
召  ショウ  照   
章  ショウ  障   
申  シン  神   
生  セイ  星性   
正  セイ  政   
成  セイ  誠   
日  セイ  晴静清精   
制  セイ  製   
責  セキ  積績   
先  セン  洗   
泉  セン  線   
早  ソウ  草   
相  ソウ  想   
倉  ソウ  創   
象  ゾウ  像   
蔵  ゾウ  臓   
O  
代  タイ  賃   
C  
○  
⊃  ／  
以上の結果をみると，渡辺のいう132字の「現形声文字」の範囲内で，同音  
（類似青も含む）を表す漢字を4字以上もち，学習者のための最重要知識と認  
められる音符◎印は，「可」「各」「古」「工」「士」「寺」「育」「反」の8つであ  
るといえよう。続いて○印をつけたものが17（「化」「官」「己」「求」「交」「才」  
「次」「小」「生」「責」「則」「中」「T」「長」「豆」「方」「里」）ある。ここで  
は，両方合わせた25の音符を，学習漢字を学習する上で役立つ重要な昔情報に  
関する知識として提案しておく。もちろんそれ以外の音符も，字形要素として  
漢字を検索する場合，もしくは漢字の字形を記憶する場合には役に立つと思わ  
れるが，音情報をもった造字成分として特に教えることが効果的であるかどう  
かは疑わしい。例外の多いルールを教えるよりは，むしろ一つ→つの漢字の読  
みをしっかり頭に入れさせるほうが重要であろう。   
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3．日本語教育に役立つ道学成分としての音符  
成人の外国人学習者が漢字を学習する場合には，学習漢字や教育漢字から覚  
えるとは限らないから，日本語教育の立場からは，常用漢字の範囲内で「現形  
声文字」を考え，漢字学習の助けとなる音情報をもつ造字成分としての音符を  
特定する必要があろう。   
そこで，常用漢字1，945字の範囲内で，渡辺の例にしたがって「現形声文字」  
と考えられるものを拾ってみた。その結果が表4である。（7J調査にはF三省  
堂漢和辞典（第4版）』と『角川漢和中辞典』を用いた。  
表4 常用漢字内の音符別「現形声文字」  
栗（）は常用外  
音符  二亡こ 日   形声文字  類 似 音  ＊異 音   
屋  ＊屋オク  
安  
以  ＊似ジ  
衣  
早   ＊衛エイ   
貝  イン  韻（隕）   ＊損ソン   
因  ＊恩オン  
子  
永  
央   ＊央オウ   
菖  ＊船セン  
裏  
王  ＊皇コウ ＊狂キョウ  
黄  
意  ＊意イ  
化  
可  
加   ＊賀ガ   
果  ＊裸ラ  
家  
庖  
我  
牙   
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音符  日   形声文字  類 似 音  ＊異 音   
介  
′∠ゝ 臼  
戒  
毎  ＊毎マイ ＊梅バイ  
裏  
亥   ＊刻コク ＊核力ク   
既  ガイ  慨概   ＊既キ   
各  額ガク  ＊落洛絡酪ラク  
＊略リャク＊路蕗ロ  
肇   ＊護ゴ   
舌  ＊舌ゼツ ＊話ワ  
局  
国   ＊害ガイ   
干  岸ガン  ＊軒ケン   
官  
′吊  
奥  
甚  
間  
蕃   ＊権ケン   
威  カン  感懐   ＊減ゲン   
監  カン  鑑艦   ＊濫（覧）ラン   
元  ガン  頑   完カン  ＊院イン   
己  キ  紀記起忌   妃ヒ  ＊配ハイ ＊改カイ   
其  キ  期基旗棋   欺ギ   
凡  ＊処ショ  
奇  
幾  
軍  ＊軍グン＊運ウン  
義  
疑  
＝ヒ   ＊結ケツ   
九  ＊軌キ  
及  
求  
巨  
魚   
???〓??
???
????
???
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音符  立 f∃   形声文字  類 似 音  ＊異 音   
兄  キョウ  競況   ＊祝シュク   
共  ＊港洪コウ＊選セン  
易  
央  
寛  
喬  
凶   【＊脳悩ノウ】   
斤  ＊新シン ＊祈キ  ＊析セキ  
＊折セツ＊断ダン【＊漸暫ザン】   
区  
馬  
屈  
君   ＊君クン   
革  ケイ  軽経径茎   ＊怪力イ   
牙  ケイ  ＊開カイ ＊研ケン   
ケイ  
ケイ   ＊孫ソン   
敬  ケイ  警   ＊驚キョウ   
見  現ゲン  ＊覧ラン   
兵  
建  
臣文  ＊緊キン   
兼  
玄  
原   ＊願ガン   
古  ＊苦ク＊居据キョ  
雇  
五  
呉  
工   ＊空クウ＊左サ   
交  コウ  校郊効絞   ＊較カタ   
広  コウ  鉱（宏）   ＊拡カタ   
孝  コウ  酵   ＊教キョウ   
ち  コウ  考巧   号拷ゴウ  ＊朽ク   
更  コウ  硬   ＊便ベン   
岡  剛ゴウ  
ノt   
?????
??????
????
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音符  日   形声文字  類 似 音  ＊異 音   
黄  
百 凹  
∠竺二   ＊造ゾウ   
艮  ＊限ガン＊限ゲン＊銀ギン  
昆  
左  
斉   剤ザイ   
祭  【＊察擦サツ】  
采  
才  才サイ  
乍  
察  
参  
斬  
士  
氏  
支   ＊技ギ＊岐伎キ＊鼓コ   
止  ＊企キ＊渋ジュウ  
市  
司  
日  シ  
次   ＊盗トウ   
寺  詩シ  ＊特トク ＊等トウ  
＊待タイ  
並  
哉  ＊職織ショク  
国  
射  
尺  ＊訳ヤク＊駅ユキ＊択沢タク  
二土ヒ Eヨ  
朱  
守  
重  ＊動ドゥ＊衝ショウ＊重ジュウ  
取  
受  
需  儒  
周   ＊調彫チョウ   
?????
???????????
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音符  日   形声文字  類 似 音  ＊異 音   
秋  
州  
十  
充  ＊統トウ   
従  
宿  
執  
茄  
者   ＊者煮シャ   
余  ジョ   徐叙除   ＊余ヨ ＊途塗ト ＊斜シヤ   
少  ＊砂沙サ ＊秒ビョウ  
＊妙ミョウ＊劣レツ  
正   ＊正政征整セイ   
召  ショウ  昭招照紹沼詔   ＊超チョウ   
肖  ＊削サク  
章  
賞  
焦  
亡ヨ 凹  
麦  
是  
乗  
直  ＊直チョク＊値置チ  
申  
辰   【＊農濃ノウ】＊辱ジョク   
真  ＊鋲テン  
貴  
新  
僅   ＊難ナン＊唯ユイ   
垂  スイ  唾睡錘   ＊郵ユウ   
成  ＊城ジョウ  
青  
生  
正  ＊正政証症ショウ  
制  
責   ＊債サイ   
士ヒ ∈l  セキ  情   ＊措ソ ＊借シャク  
???????
???????
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音符  E∃   形声文字  類 似 音  ＊異 音   
切  
芙  ＊残ザン＊桟サン  
泉  
先  
国  
且   ＊査サ＊助ジョ＊宜ギ   
曽  増贈憎ゾウ  
相  
倉  
早  
今  
壮  
曹  
彙  
象  ＊象ショウ  
蔵  
則  
束  ＊勅チョク＊疎ソ  
足  
寸  ＊寸スン ＊対耐タイ  
【＊付府符腐フ】＊討トウ  
ム ［コ  ＊始シ＊治ジ  
代  
弟  
尺  ＊尺シヤク  
宅  
旦  
也   ＊他タ   
直  ＊植ショク＊直チョク  
知  
同  
中  
主   ＊主シュ＊住ジュウ＊往オウ   
兆  チョウ  跳挑眺（銚）   ＊逃桃トウ   
丁  貯チョ＊丁訂亭停テイ＊灯トウ  
長  
朝   
????
??????
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音符  二亡Z二 F∃   形声文字  類 似 音  ＊異 音   
徴  
南  
底  
貞  
スE  ＊是ゼ ＊題ダイ  
呈  
商   ＊摘チャク   
失  ＊秩チッ ＊失シツ  
散  
占  ＊占セン ＊枯ネン  
奴  ド  
豆   ＊豆頭ズ   
東  ＊練錬レン＊陳ナン  
到  
唐  
：呂ニ  
同  筒桐トウ  
動  
道  
然  
農  
田  
吾  ＊部プ＊剖ボウ  
白  
専  縛バク  ＊簿ポ  
暴  
反  ＊返へン＊仮カ  
半  
般   盤パン   
皮  ヒ  彼被疲   ＊波破ハ   
比  ヒ  批   ＊階営力イ   
非  ヒ  悲扉   ＊排俳輩ハイ   
必  ＊必泌ヒツ  
卑  
表  
票  
平   ＊平ヘイ  
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音符  【∃   形声文字  類 似 音  ＊異 音   
田  
付  
布  
夫  
普  
夏   ＊履リ   
凹  フク  副福幅   ＊富フ   
分  ＊貧ヒン  
責  
丙  
井  
腋  
辟  
扁  
免  ＊免メン  
甫  
莫   ＊幕漠バク＊幕腰マク＊模モ   
方  防坊妨紡肪傍房ポウ  
包  
奉  棒ボウ  
朋  
亡  
冒  
某  
美  
麻  
末  
塁  
未  ＊妹マイ  
民  
矛  
明  
毛  ＊尾ビ  
文  
門   ＊聞プン   
由  ＊届（カイ）   
田   
?????
??????????
???
?????
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音符  ユ【乙 E∃   形声文字  類 似 音  ＊異 音   
菱  
予   ＊野ヤ ＊序ジョ   
羊  ＊義ギ ＊美ビ ＊群グン  
＊詳祥ショウ＊鮮セン  
容  
易  ＊場ジョウ＊腸チョウ  
要  
孟  
谷  ＊谷コク＊俗ゾク＊裕ユウ  
頼  
里  ＊厘リン  
充  
量  
寮  
禽   ＊論ロン   
A 「コ  レイ  冷零鈴齢   ＊領リョウ   
列  ＊例レイ  
路  
点   ＊良リョウ   
表  ロク  録緑   ＊緑リョク  
表4では，常用漢字の範囲で，同音あるいは類似音を表す漢字が4享以上あ  
る音符に◎印をつけ，同音あるいは類字音の漢字を3字以上もっている音符に  
は，○印をつけた。   
ただし，「牙（ガ）」や「亥（ガイ）」などの場合には，音符となっている漢  
字も含めて3字の漢字が存在するが，音符となっている漢字そのものが常用漢  
字外であるため，○をつけなかった。また，「央（オウ）」や「害（ガイ）」の  
場合も，音符となっている漢字を含めて3字の漢字が存在するが，音符となっ  
ている漢字の音読み「オウ」「ガイ」と，形声文字の音符として表している音  
「ェイ（英映）」「カツ（割轄）」がかなり異なっているため，○をつけなかっ  
た。   
以上のような方法で形声文字の音符を整理してみると，常用漢字内で◎がつ  
く音符，すなわち他の常用漢字を学習するために助けとなる最重要知識である  
と考えられるものは，以下の55である。   
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◎印の音符55：同音あるいは類似音を表す漢字を4字以上もつ音符  
化（カ）  可（カ）  各（カタ）  干（カン）  官（カン）  
己（キ）  其（キ）  義（ギ）  及（キュウ） 至（ケイ）  
奥（ケン）  古（コ）  工（コウ）  交（コウ）  黄（コウ）  
艮（コン）  乍（サク）  士（シ）  司（シ）  次（シ）  
寺（ジ）  朱（シェ）  者（ショ）  召（ショウ） 楽（ジョウ）  
辰（シン）  青（セイ）  生（セイ）  且（ソ）  曽（ソ）  
乗（ソウ）  中（チエウ） 主（チュウ） 兆（チョウ） 丁（チョウ）  
長（チョウ） 民（テイ）  商（テキ）  豆（トウ）  同（ドゥ）   
岳（バイ） 白（ハク） 反（ハン） 付（フ）   夏（フク）  
甫（ホ）  莫（ボ）  方（ホウ）  包（ホウ）  亡（ボウ）  
麻（マ）  命（ユ）  羊（ヨウ）  令（レイ）  点（ロウ）  
また，常用漢字内で○がつく音符，すなわち同音や類似音を表す漢字が3字  
以上ある音符は，以下の69である。  
○印の音符69：同音あるいは類似音を表す漢字が3字以上ある音符  
衰（ェン）  果（カ）  家（カ）  
倭（カン）  監（カン）  几（キ）  
巨（キョ）  兄（キョウ） 共（キョウ）  
屈（クツ）  牙（ケイ）  兼（ケン）  
ち（コウ）  岡（コウ）  冗（コウ）  
才（ザイ）  支（シ）  止（シ）  
蕊（ジ）  余（ジョ）  少（ショウ）  
章（ショウ） 申（シン）  垂（スイ）  
芙（セン）  先（セン）  相（ソウ）  
台（タイ）  代（タイ）  旦（タン）  
専（ハク）  半（ハン）  皮（ヒ）  
苗（ビョウ） 百（フク）  分（フン）  
朋（ホウ）  未（ミ）  矛（ム）  
寮（リョウ） 列（レツ）  
寺（イ）  永（ェイ）  
庖（カ）  葛（カツ）  
奇（キ）  求（キュウ）  
央（キョウ） 謁（グウ）  
五（ゴ）  呉（ゴ）  
斉（サイ）  采（サイ）  
市（シ）  旨（シ）  
正（ショウ／セイ）肖（ショウ）  
成（セイ）  
杜（ソウ）  
奴（ド）  
非（ヒ）  
貴（フン）  
門（モン）  
責（セキ）  
則（ソク）  
東（トウ）  
票（ヒョウ）  
扁（へン）  
里（リ）  
これら124の音符は，常用漢字の習得を目指す中級レベルの外国人学習者が   
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漢字を記憶したり，記憶した漢字を整理したりする際に，音情報を担う造字成  
分として役に立つ知識となると思われる。これらを日本語教育用に教材化する  
に当たっては，音符の表す音が2つ以上ある場合をどう扱うか，あるいは例外  
の扱い方など（S），具体的に検討しなければならないことはいうまでもない。ま  
た，これらの音情報を含む造字成分としての音符は，単にリストを提示すれば，  
記憶に役立つというものではない。どのような練習の形式や方法が考えられる  
かが日本語教育の立場からの今後の課題であろう。   
4．おわりに  
本稿では，現代日本語においても音情報を担っている造字成分として十分機  
能していると考えられる音符を持つ漢字（形声文字・会意形声文字）を「現形  
声文字」とし，その音符のうち，常用漢字の範囲内で効率的な漢字学習に役立  
つ知識と認められるものを特定し，日本語教育に役立てることを提案した。時  
間の関係で，具体的な指導方法や練習への利用方法などに触れることはできな  
かったが，これらの検討が外国人に対する漢字教育の一助となれば幸いである。   
漢字という情報量の多い文字を使いこなせるようにするためには，①字形情  
報のみによる造字成分，②明確な音情報を含む造字成分，③明確な意味情報を  
含む造字成分，という3種の造字成分を認定し，漢字辞典の検索用等に活用し  
たり，漢字教育における重要な教育項目として扱ったりすることが必要である  
と考えられる。それらは，漢字指導や漢字学習の過程で，漢字を効率的に記憶  
したり再生したりできるようにするための重要な知識となる可能性がある。本  
稿では，上記の造字成分のうち，②の音情報を含む造字成分の認定についての  
み論じたが，さらに（卦に関しても，外国人学習者のために「部首」よりもっと  
明確な意味情報をもつ造字成分－9〉を新たに検討する必要があろう。それはま  
た別の機会に譲りたい。  
注  
（1）武部良明（1991）は，かたかなの字形を意味を含まない遣手成分として使用  
することを提唱している。また，参考文献の後ろにあげた漢字辞典のう  
ち，2，4，5，6の索引には，新しい造字成分認定の工夫がみられる。4，5，6  
は外国人研究者によって編纂された辞典であるが，2は日本で作られた辞典で  
あり，常用漢字の範囲内で新しい部首を定めたり，従来からある部首にも新し  
い名称をつけたりしているのが画期的である。   
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（2）後漢の許慎は『説文解字』の中で漢字を，ものの形を象った象形文字，抽象   
的な意味を示す指事文字，意味を表す字形要素（意符）を一部にもつ会意文字，   
読みを表す字形要素（音符）を一部にもつ形声文字，ある漢字の意義を他の意   
義に転用する転注文字，同音あるいは類似した音をもつものを借りた仮借文字，   
の6つに分類した。「象形」「指事」「会意」「形声」が漢字の字源的な作られ方  
の分頬であるのに対して，「仮借」と「転注」は，文字の使われ方の分類である  
とされる。  
（3）昭和52年の文部省「小学校学習指導要領」の改正版にある996字。現在の教育  
漢字は平成4年から実施されている1006字である。  
（4）海保・野村（1983）のp，46に，漢字の文字特性を六書分類との関係でベン図  
式によって表したものがある。本稿ではそれを多少修正して載せた。  
（5）仮名は，表音文字であるから，その表す字形情報と昔情報との関係は以下の  
aのように重なって示せる。そして，仮名がことばの表記に使われてはじめて，  
bのように対応する意味情報をもつようになるのである。  
（6）参考文献1．のpp．47～48を参照のこと。  
（7）この表では，字源的には形声文字の音符ではなくても，外国人学習者の   
目に音符と同形と見える部分を含む漢字は，常用の範囲内で取り上げてい   
る。又，同形の部分を含む漢字のうち、表す音がかなり異なるものは「＊   
異音」のところにおいた。  
（8）例外というのではなく，同じ形が音符でなく部首となっているために，   
共通する音を表さない場合もある。たとえば、「斤」という形をもつ漢字   
のうち「近」や「祈」などは「斤（キン）」という音符をもつ形声文字で   
あるが、「新（シン）」，「断（ダン）」，「折（セツ）」などの「斤」は「おの   
つくり」という部首で意味を表している。そのために読みがそれぞれ異なっ   
ているのである。ちなみに「新」は会意形声文字であるが，音を表してい   
るのは「辛（シン）」の部分で、「木」と「斤」は意味を表している。また   
【】に入れた「漸（ザン）」と「暫（ザン）」は、「斤」ではなく「斬」   
を音符する形声文字である。  
（9）ハルペン・ジャック（1987）に紹介されている「漢字原子」は，造字成分の  
担っている意味情報を従来の「部首」よりさらに明確化しようとしたところが   
独創的な試みである。この「漢字原子」が明確な意味情報をもつ造字成分とし  
て最適なものであるかどうかに関しては，また別の機会に検討したい。   
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